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生活科に関する大学生の意識についての考察
A Study on University Students'Consciousness of Living 
Environment Studies 
＊ 
樋口昇
HIGUCHI Noboru 
1 問題の所在
平成元年 3月、小学校学習指導要領告示及び学校教育法施行規則の改正により、小学校低学年
の教科として，生活科が正式に位置付けられた。その後、 2回の改訂を経て、 3回目の改訂となっ
た平成 29年3月に公示された小学校学習指導要領解説生活編では、「言葉と体験を重視した前回
の改訂の上に，幼児期の教育とのつながりや小学校低学年における各教科等における学習との関
係性，中学年以降の学習とのつながりも踏まえ，具体的な活動や体験を通して育成する資質・能
カ（特に「思考力，判断力，表現力等」）が具体的になるよう見直すこと」と明示され、改訂の
基本的な考え方が示された。
一方、これまでの生活科改訂の過程では、各学校における生活科の現状を分析し、そこから見
いだした課題を基に改訂の議論が行われている。平成 18年 7月の中央教育審議会初等中等教育
分科会教育課程部会（第 42回）では、生活科の課題として「学習活動が体験だけで終わってい
ること、体験活動を通して得られた気付きの質を高める指導が十分に行われていないこと、表現
の出来映えのみを目指す学習活動が行われる傾向があり、思考と表現の一体化という低学年の特
質を生かした指導が行われていないこと」などが指摘されている。このことについては、平成 29
年 3月に公示された小学校学習指導要領解説生活編では「「活動あって学びなし」との批判があ
るように，具体的な活動を通して， どのような思考力等が発揮されるか十分に検討する必要があ
る。」とし、課題解決を求めている。
こうした経緯の中で、学習者として生活科の授業を受けてきた小学校教員志望の大学生の生活
科に関する意識を調在し、その傾向の分析が行われている。
下木戸 (2016)は、生活科に関する好き嫌い、心に残る生活科の活動、生活科を学ぶ学年につい
て大学生の意識を調査し、野田・永田 (2005)の調査結果と比較し報告している。伊藤 (2017)は、
下木戸 (2016)の調査項目に加え、生活科で身に付いた力、生活科で身に付く大切なもの、生活科
を学んで役に立ったこと・良かったことついて大学生の意識を調査し報告している。松永(2018)は、
生活科に関するイメージ、記憶に残っている生活科の活動、生活科で身に付いたこと、生活科の
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教科としての特徴について大学生の意識を調査し報告している。
本研究では、これまでの研究成果を踏まえ、大学生の学習者としての生活科に対する意識を調
企・分析する。さらに、これまで報告のなかった学習者としての経験が、指導者としての生活科
に対する意識にどのように影響しているか、大学で初等生活科指導法を学んだ学生が生活科に対
してどのような意識をもっているかを調査・分析し明らかにしていく。
2 研究の目的
大学生の学習者としての生活科に対する意識を調査・分析するとともに、その意識が、指導者
としての生活科に対する意識にどのように影響しているかを明らかにする。また、指導者になる
ことを想定した場合の大学生の生活科に対する意識を調査・分析することにより、教員養成課程
における生活科指導法等に関する指導の充実・改善に資することを目的とする。
3 研究の方法
3.1調査対象・実施時期・方法等
小学校教員免許取得希望の大学生を対象に実施し 49名から回答を得た。大学における「初等
生活科指導法」の第 13回にアンケートを提示し、平成 30年 12月下旬から平成 31年 1月初旬ま
でに電子媒体で提出を求めた。教貝養成カリキュラムの中で、本授業以前に生活科の授業は未習
である。
「各教科の具体的な展開に関する意識」については 4件法で回答を求めたが、それ以外は、自
由記述により回答を求めた。
3.2調査内容
質問内容は以下の通りである。 (2)• (3)については、松永 (2018)の質間内容を参考に作成した。
(1) 各教科（国語·社会·算数·理科•生活）の具体的な展開に関する意識
(2)小学校の生活科に対するイメージ
(3)小学校の生活科で身に付いたこと
(4)生活科指導で難しいと感じる点
(5)生活科指導が他教科の指導と共通すると感じている点
(6)生活科指導が他教科の指導にプラスの影響を与えると感じている点
3.3調査結果の分析
質問紙調査については、形態素解析 (KHCorder使用）を行い、頻出語のうち回答の傾向を反
映していると判断する語旬を抽出し分析した。
4件法を用いた「各教科の具体的な展開に関する意識」については、生活科に関する意識と他
の4教科に関する意識を比較して分析するとともに、調査結果の相関を求め分析した。また、「生
活科の具体的な展開に関する意識」については、肯定的に回答している学生群と否定的に回答し
ている学生群に分け、調査内容 (2)・(3)の頻出語のうち回答の傾向を反映していると判断する語
旬を抽出し分析した。
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4 調査内容 (1)～（3)の結果
4.1調査内容 (1)「各教科の具体的な展開に関する意識」
2年進級時（各教科の指導法を未習の状態）に、 5教科の具体的な指導について、どの程度想
像できたかを 4件法（想像できる、ある程度想像できる、あまり想像できない、想像できない）
で調査した結果、生活科に関する意識は、「想像できる」とする回答割合、「想像できない」とす
る回答割合ともに他の 4教科に比べて高く、「ある程度想像できる」、「あまり想像できない」と
する割合が他の 4教科に比べて低く、意識が大きくかい離している傾向がある。
口想像できる 距ある程度、想像できる 函あまり想像できない
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図4-1-l 各教科の具体的な展開に対する意識
臨想像できない
本調在のうち、生活科について「想像できる」・「ある程度想像できる」と回答した学生（肯定
的回答群）のみを抽出し、他の 4教科の意識を分析してみると、国語・社会に関しては肯定的に
とらえているものの、算数・理科に関しては否定的に捉えている傾向がある。
ロ想像できる
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図4-1-2 各教科の具体的な展開に対する意識 【肯定的回答群】
本調杏のうち、生活科について「あまり想像できない」・「想像できない」と回答した学生（打
定的回答群）のみを抽出し、他の 4教科の意識を分析してみると、全般的に否定的にとらえる傾
向があるが、中でも、社会・理科に関して否定的に捉えている傾向がある。
ロ想像できる 蕊ある程度、想像できる 固あまり想像できない 圏想像できない
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図4-1-3 各教科の具体的な展開に対する意識 【否定的回答群】
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本調査における各調奔項目結果の相 表 4-1-4 調査結果の相関
関を求めると、生活一国語 (0.56)及び 国語 社 会 算数 理科 生活
生活一社会 (0.48) には 正の相関が認 0 45 
められる。また、生活ー算数 (-0.28)
-0  13 -0  11 
-0  05 0 02 0 46 
には低い負の相関が認められる。
0 56 0 48 -0  28 | 0 11 
4.2調査内容 (2)「小学校の生活科に対するイメージ」
ここでは、調査内容 (1)「生活科の具体的な展開に関する意識」において、肯定的に回答してい
る学生（肯定的回答群）と否定的に同答している学生（否定的回答群）に分け、調査内容 (2)の
頻出語のうち回答の傾向を反映していると判断する語旬を抽出し分析した。なお、学生によって
は同一の語旬を複数回使用している場合もあることから、抽出語の語数は回答人数を上回ること
もある。そのため、抽出語の割合（それぞれの全回答人数に対する割合）は、 100％を超えるこ
ともあるが、語旬の使用頻度を把握するために表記した。
表 4-2-1 小学校の生活科に対するイメージ
抽出語
肯定的回答群(25名） 否定的回答群(24名）
語数 割合 主な記述 語数 割合 主な記述
教師と児童が一体となり学ぶこと ノ1日しギ里 地域や身の回りの人々と関わりながら学ん
,.., 子ふ＿. 16 64.0 
が主体的に学びを得ようとすることを促す
1 6 66.7 
でいく 遊びの中から学ばせるイメージ
ことが出来る教科 実際に自分で経験し 教師自身が学ぶ必要がある 実践的に
て学ぶ活動のイメージ 物事を学んでいく科目
学校外で活動を行ったりと授業らしくない 他の教科に比べて比較的に自由度が高く
授業 15 60.0 
授業 自分の自然な気付きが一番授業
1 1 45 8 
授業を設定する際に様々な工夫が必要
に反映されるイメージ 子どもたちにとっ 学校の周辺の地域へ実際に足を運んでい
て楽しい授業 ＜授業
体験型で班単位で活動する 座学だけ 自然や地域の活動に触れ合う 遊びに
活動 8 32.0 でなく具体的な活動を通して実際に自分 7 29 2 近い活動もある 実際に探検に出て調べ
で経験して学ぶ活動のイメージ に行くような活動的なイメージ
体験して学ぶ 体験をすることができる 体験型学習のような形が望ましい 活動
体験 5 20.0 授業 体験することを通して学ぶ教科 3 12.5 や体験などを行い、それを学びに繋げて
体験的に学ぶ場 いくような特徴が強い教科
勉強 3 12.0 
勉強という感じはしなかった 勉強しない
2 8.3 
あまり勉強というイメージはない 勉強科
でいい教科 目というより遊びに近い科目
知識というより実践的・感覚的に必要な教 生きていくうえで必要な知識を得る 子ど
知識 6 24.0 科 生きていくために必要な習慣や知 6 25.0 もたちが生活に必要な知識や技能を習得
識・技能を身につけることが出来る教科 する科H
遊び 1 4.0 
授業らしくない授業あるいは遊びのような
4 16 7 
遊びの中から学ばせるイメージ 遊びに
授業といったイメージ 近い活動もある 遊びのような活動もある
理科と社会の中問のような科目 理科や
理科や社会を学習する前の段階の教科
理科 10 40.0 
家庭科に近いようなイメージ
6 25 0 理科につながる科目 社会や理科と似
ている内容を扱うのではない
国語や算数などとは違い、自分の自然な
国語・算数などの他教科と比べると印象が
算数 1 4.0 4 16 7 薄い 算数などのように何かを学習したと
気付きが一番授業に反映されるイメージ
いう印象はない
調査の結果、語旬の使用頻度については、肯定的同答群と否定的回答群の間に差異は見られな
い。一方、否定的回答群の記述内容には、「他教科に比べ自由度が高く、教師自身が学びを深め
る必要がある」、「理科・社会とも異なりモデルが存在しない」、「学習というイメージが薄い」な
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どという趣旨の記述がみられる。
4.3調査内容 (3)「小学校の生活科で身に付いたこと」
ここでは、調査内容 (1)「生活科の具体的な展開に関する意識」において、肯定的に回答してい
る学生（肯定的回答群）と否定的に回答している学生（否定的回答群）に分け、調査内容 (3)の
頻出語のうち回答の傾向を反映していると判断する語旬を抽出し分析した。
表 4-3-1 小学校の生活科で身に付いたこと
抽出語
肯定的回答群(25名） 否定的回答群(24名）
語数 割合 主な記述 吾晏 割合 主な記述
人との関わり方や自分の表現の仕方など 自分自身の成長やそれにかかわる人々の
自分は家族をはじめ多くの人に支えられ こと 自分の世界を広げ広くものを見るカ
自分 12 48.0 て存在していること 自分の身の回りの 25 104.2 自分自身が考えたことの相手への伝え方
環境 自分はその地域の輪の一員であ 自分が両親からどれだけ愛されていたかと
ること いうこと 自分がすべきことや自分の役割
コミュニケーションの方法など 公共施
方法
゜
00 6 25.0 設の利用の方法 インタビューする際の
マナーや方法
植物の成長の過程 生物が成長していく
自分自身の成長やそれにかかわる人々の
成長 3 12 0 
過程
5 20.8 こと 自分の成長には親や親戚、周りの
人の支えがあったこと
自然を用いた遊びがゲーム等で遊ぶ時と
遊び 3 12.0 
身近なものを使った遊び 秋のものを使っ
5 20.8 
は別の楽しさがあること 身近な物が遊
た遊び道具の作り方 びに活用できること 自然にある物での
遊び方
調査の結果、語旬の使用頻度については、「自分」、「方法」について差異があり、否定的回答
群に多用される傾向がある。また、否定的回答群の記述内容には、「自分自身への気付きの深さ」
を述べる記述や「学び方の獲得」に関する記述がみられる。
5 調査内容 (4)～（6)の結果
5.1調査内容 (4)「生活科指導で難しいと感じる点」
ここでは、調査内容 (4)「生活科指導で難しいと感じる点」の頻出語のうち、回答の傾向を反映
していると判断する語旬を抽出し分析した。なお、調査内容 (4)~ (6)については、調査内容 (1)「生
活科の具体的な展開に関する意識」において、肯定的に回答している学生（肯定的回答群）と否
定的に回答している学生（否定的回答群）の回答に大きな差異はないことから、まとめて表記した。
表 5-1-l 生活科指導で難しいと感じる点
抽出語 語薮割合 主な記述
「めあて」と「活動」に一貰性を持たせる点 「遊び」の要素を含んだ内容の活動から児童に何を
活動 26 53.1 
身につけさることができるか どのような活動を行うことで目標となる知識や技能に到達させること
ができるのか 時間という制約の中で児童の負担になり過ぎない範囲で活動をしつつ、授業の質
を上げること 気付きを得ることができなかったらただ活動をしたという結果だけになってしまう点
指導 22 i ，44.9 児章がどんな行動や反応を示すかを予測しながら指導案や実際の授業を行うこと 子どもの実態
学習 17 ， i： 34.7 を捉えておらず、どのように指導していけばよいかが分からない どの程度の学習が一番児童に
とって効率の良い学びとなるのか 児童の反応や発言をとりいれながらの授業展開 どのように
展開 9 l 18 4 授業を展開したら児童の主体性、自主性を引き出せるか
学び
14 ； i 28 6 
児童に自ら気付かせ学ばせるような自主的な活動を組立てること 児童のふとした発言から学び
... 子ふ、． に繋げること 児童自身の成長を実感させるのが難しく児童自身が何を学んだのか感じにくい
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説明 13 26 5 難しい言菜や定義を使わずに説明すること どこまで分かりやすい言莱にしなければならないの............ 
呂奎 I1'l'26.5 かという判断 子どもに合わせて言莱を簡単にするということ
内容|13l 26.5 「生きる力」を身に付けさせる授業内容を具体的な形にすること 授業の内容から考えると導入
の掴みがとても難しい 学習目標にたどり着くことができるかを考えるのが他教科より難しい 授
教科 1 1 22.4 業をどのように主夫するかは他の教科に比べて自由であり、授業者によっていかようにもなるところ
何を基準にして評価をするべきかが難しい ワークシートに加え、小さな発言も教師が拾う必要が
評価 13 I 265 あるが教師一人で全児童の発言を拾いきることは難しい 児童の様子から評価しなければならな
いため、評価規準に定めたとしても、教員側の主観が入ってしまう
興味 9 ¥ 18 4 どのようにして興味•関心を引き出すか 興味を持たせる持続させるには、どうしたらいいのか
配慮 9 i I18 4 
家庭環境やプライバシーに配慮しながらどう授業を進めていけばよいのか クラス全体で授業を
行いながらも児童一人一人への配慮を行う必要があること
対応 8 16 3 児章が予想外の発百や質問をした時に臨機応変に対応する点 児章がどんな行動や反応を示
すかを予測しながら指導案や実際の授業を行うこと 児童のアクションや問いかけに対してうまく
反応 7 143 反応したりどのような発問をしたりすることがいいのか
気づき
7 ： j ； 143 
児童が自分から気づき学べたと感じられるための指示•発間 どのような働きかけを行うことが児
気づく 童の気づきの質を高めることができるのか
調査の結果、「活動」、「指導・学習・展開」、「学ぶ・学び」、「評価」等の語旬において使用頻
度が高い傾向があり、「活動から学びへつなげる難しさ」、「活動そのものを評価する難しさ」等
に関する記述がみられる。
5.2調査内容 (5)「生活科指導が他教科の指導と共通すると感じている点」
ここでは、調査内容 (5)「生活科指導が他教科の指導と共通すると感じている点」の頻出語のうち、
回答の傾向を反映していると判断する語旬を抽出し分析した。
表 5-2-1 生活科指導が他教科の指導と共通すると感じている点
抽出語 語数 割合 主な記述
学習のめあてを授業開始時に確認し、最後に再び確認することで児童自身がめあてを振り返るこ
学習 20 40 8 
とができること 生活科での学習が上台となり他教科が積み重なること 児童が主体的に学習で
きる学習環境をつくること 他者と協働して学習に取り組む場面がある気づきがさらなる学習ヘ
とつながる
導入の活動で児童の心を掴むことが大事である点 グループ活動での発言を拾い全体で共有す
活動 1 5 30 6 
ることは、子供にとってとてもうれしいことである 児童の主体的な活動を通して学びを深めるとい
う指溝を行う点 友達の意見と自分の意見を比較する活動を通して、類似点や相違点に気づき
法則性に気付く点
学び
主体的に学ばせていくスタイル 学びやすい道を作ってあげること その授業を通して児童に
... 子 ふ`* 
14 28 6 何を学んでほしいかを明確にすること 児童が体験し自分の身をもって感じたことを学びにつなげ
ること
教師 13 26 5 
教師と児童が一丸となり取り組むこと 教師の指示•発問の仕方次第で、授業の幅や児童の学び
の輻が変わってしまうこと 児章が主体的に学習できるような学習環境をつくること 教師の指示
指示 5 10 2 
はできるだけ短くする 指示にそぐわない行動をとっている児童には、ただ叱るのではなく手本と
なる児童を褒めることで、児童自身に正しい行いを気づかせること
意見 ， 1 8.4 机間指導で児童の意見を予め拾っておくと、授業がスムーズに進む点 答えがないものでも、意
見を述べたことに対して褒めてあげること 児童の発言をうまく活用してそこから授業を展開して
発言 4 8.2 いくこと児童の発言や気づきから教師自身も新たな気づきを得ることもあること
気づき ， 184 児童自身に正しい行いを気づかせることができること 子供の主体性や気づきを引き出す指導を
すること児童の気づきや主体性を大切にする点
めあて 10 204 めあてや目標を軸に授業を展開することとともに、児童のそれを意識させること 本時の授業で達
尻・・確・認・冒・・-・7・・1・4・.・3  成する目標であるめあてに基づき授業を構想するということ めあてを確認し今回の授業が何を目標として行っているかをわかってもらうこと 授業のねらいを児童に理解させる点 めあてを立
てそれを子供たちが達成できるように、授業でアプローチをかけていくという指遵の方法
時間 5 10 2 
時間配分の大切さ 児童の自主性を引き出すことと児童の頭を常に働かせて無駄な時間を作ら
ないこと
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調査の結果、「学習」、「活動」、「学ぶ・学び」、「教師・指示」、「めあて・目標・ねらい・確認」
等の語旬において使用頻度が高い傾向があり、「児童主体の学習スタイルにおける共通点」、「児
童が目標やめあてを捉えることの菫要さ」等に関する記述がみられる。
5.3調査内容 (6)「生活科指導が他教科の指導にプラスの影響を与えると感じている点」
ここでは、調査内容 (6)「生活科指導が他教科の指導にプラスの影響を与えると感じている点」
の頻出語のうち、回答の傾向を反映していると判断する語旬を抽出し分析した。
表 5-3-2 生活科指導が他教科の指導にプラスの影響を与えると感じている点（指導者の立場から）
抽出語 語数 割合 主な記述
得た知識や気づいた点を他教科の指導法の指溝案を作成するときに反映させること 基本的な
指導 54 110.2 指導案の作り方や授業展開、反省、改善点など、授業を作っていく段階で発生した課題や意見
児童の気づきや主体性を引き出す指導の仕方 教師の視点からすると活動や体験的な学習が
学習 27 55.1 
児童にとってとても軍要であること しっかりと学習指導要領を読み込み、授業の内容について理
解する大切さ 児童の気づきや主体性を引き出す指導の仕方を学ぶこと 児童に活動内容を
提示する際にわかりやすく端的に伝えることが大切であること 主体的な活動を通して、児童一
活動 33 67 3 人一人の良さを認めて伸ばすことができること 板書カードやワークシート、地図などの黒板の掲
示物の準備を周到に行うことは、児童の活動をよりよく進めるためにも効果的であること
言葉遣いや、児童に対する声かけの影孵力の大きさを学べた点 児童は教員が見ていないとこ
ろで色々なことを考えたり、発言したりしているのでそれを拾い上げることの大切さと難しさを学べ
た点 机間指導はどの教科においても大事であり、何より児童一人一人を授業内で把握すること
J9日しー里． 50 102.0 が可能であること 児童への指示について、一文を短くしてなるべく簡潔に説明をすることや、児
童の代表者に前に立ってもらって手本を一緒に示すことで理解が深まること 児章がどのようなこ
とに興味を持ち、どういった活動をすればよい学びになるのか考えること 気づきを引き出すため
に、教師が声掛けをしたり、児童に寄り添ってサポートしたりすること
自分 23 46 9 授業内で到達度を確認することで自分を客観的に判断できるようになること
気づき 14 28 6 児童の気づきを拾って、他の児童に共有したり、ほめたりすることが有効であること
模擬 1 22.4 
模擬授業を繰り返すことで、教師役への目の付け所がだんだん鋭くなり、自評や他者評価の時間
には自分でも驚くくらい多くの課題を発見することができたこと 模擬授業の様子から、児童の気
教師 10 204 
づきを拾い他の児童に共有したり、ほめたりすること教師役斜径験したからこそ気づいた改善点
や、修正点
意欲 6 12 2 児童一人一人の良さを認めて伸ばすことができ、それが他教科の意欲につながる点
調査の結果、「指導・学習・活動」、「児童」等の語句において使用頻度が高い傾向があり、「児
童の気付きや主体性を引きだす指導方法について」、「児童一人一人のよさを認め伸ばす指導の在
り方について」、「児童を支援する教師の姿勢」等に関する記述がみられる。
6 調査についての考察
6.1 生活科の具体的な展開に関するモデルを確立する
調在内容 (1)「各教科の具体的な展開に関する意識」では、生活科の具体的な展開について「想
像できる」・「ある程度想像できる」と回答した学生（肯定的回答群）は、国語・社会の具体的な
展開に関しては肯定的にとらえているものの、算数・理科の具体的な展開に関しては否定的に捉
えている傾向がある。また、生活科の具体的な展開について「あまり想像できない」・「想像でき
ない」と回答した学生（肯定的回答群）は、全般的に否定的にとらえる傾向があるが、中でも、社会・
理科の具体的な展開に関して否定的に捉えている傾向がある。これは、「表4-1-4 調在結果の相関」
からも明らかである。
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これは、肯定的回答群の学生が、生活科における具体的な展開を、国語・社会の具体的な展開
に童ね合わせて考えている一方、否定的回答群の学生は、生活科における具体的な展開が、国語・
社会・算数・理科の具体的な展開とは異なると捉えていることを表している。
調査内容 (2)「小学校の生活科に対するイメージ」における否定的回答群の学生の記述には、「生
活科の指導が他教科に比べて自由度が高い」、「社会や理科と似ている内容を扱うのではない」、「活
動や体験などを学びにつなげる教科」などの記述がみられ、具体的な活動や体験を通して学ぶ生
活科の学習過程についてモデルが見いだせず、戸惑っている現状がうかがえる。
こうしたことから、教員養成課程における生活科指導法等に関する指導を充実・改善するため
には、生活科の具体的な展開に関するモデルを確立することが必要である。
6.2「自分自身への気付き」の深め方や「学び方」の獲得について学ぶ場を設ける
調杏内容 (3)「小学校の生活科で身に付いたこと」における否定的回答群の学生の記述には、「自
分がすべきことや自分の役割」などの記述がみられ、生活科で身に付いたこととして、「自分自
身への気付き」を挙げている学生が多い。また、否定的回答群の学生の記述には、「コミュニニケー
ション」、「インタビュ一時のマナーや方法」などの記述がみられ、生活科で身に付いたこととして、
「学び方」を挙げている学生が多いものの、肯定的回答群の学生の記述には、「学び方」に関する
記述はない。
否定的回答群の学生は、生活科において「自分自身への気付き」の深め方や「学び方」の獲得
が重要であることを認識しているがゆえに、そうした要素を含んだ具体的な指導について想像で
きない状態であると推測できる。
こうしたことから、教員養成課程における生活科指導法等に関する指導を充実・改善するため
には、「自分自身への気付き」の深め方や「学び方」の獲得について学ぶ場を設けることが必要
である。
6.3「活動や体験から学びにつなげる」ための具体的な展開について学ぶ場を設ける
調企内容 (4)「生活科指導で難しいと感じる点」における学生の記述には、「どのような活動を
行うことで目標となる知識や技能に到達させることができるのか」、「「遊び」の要素を含んだ内
容の活動から児童に何を身につけさることができるか」などの記述がみられ、具体的な活動や体
験のみにとどまらずに、そこから習慣や技能、表現力、態度などを育成するための具体的な展開
や指導に難しさを感じている実態がある。
こうしたことから、養成課程における生活科指導法等に関する指導を充実・改善するためには、
具体的な活動や体験を通して気付いたことを基に考え，気付きを確かなものとしたり，新たな気
付きを得たりするようにするため，活動や体験を通して気付いたことなどについて多様に表現し
考えたりする活動や、「見付ける」，「比べる」，「たとえる」，「試す」，「見通す」，「エ夫する」な
どの多様な学習活動の実際を、模擬授業の中で体得する場を設けることが必要である。
6.4「児童主体の学習スタイル」の必要性を認識する場を設ける
調査内容 (5)「生活科指導が他教科の指導と共通すると感じている点」における学生の記述には、
「主体的に学ばせていくスタイル」、「子供の主体性や気づきを引き出す指導をすること」、「めあ
てを立てそれを子供たちが達成できるように、授業でアプローチをかけていくという指導の方法」
などの記述がみられ、児童の輿味•関心を高め、意欲を引き出し、児童の主体性を大切にしなが
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ら指導するという展開の仕方が、他教科の指導と共通するとしている。
本学では、初等生活科指導法が第 2学年に位置付けられており、他の教科に関する指導法に先
駆けて履修することから、「知識及び技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、
表現力を育むとともに、主体的に学習に取り組む態度を養う」ことの重要性を、初等生活科指導
法の中で体得できることが璽要である。
6.5「生活科の役割」を顕在化し自覚する場を設ける
調査内容 (6)「生活科指導が他教科の指導にプラスの影響を与えると感じている点」では、主に
指導者の立場から論じている内容と、主に学習者の立場から論じている内容に分け分析した。こ
こでは、主に指導者の立場から論じている内容について考察した。学生の記述には、「基本的な
指導案の作り方や授業展開、反省、改善点など、授業を作っていく段階で発生した課題や意見」
などの授業づくりのプロセスを挙げている学生や、「児童に活動内容を提示する際にわかりやす
＜端的に伝えることが大切であること」、「言葉遣いや、児童に対する声かけの影響力の大きさを
学べた点」など、授業における指導者の配慮点を挙げている学生がいた。また「児童一人一人の
良さを認めて伸ばすことができ、それが他教科の臨欲につながる点」など、生活科における個に
応じた指導や適切な評価が、他教科における児童の意欲に影響するとした学生もいた。
こうしたことから、幼児期に育成された資質・能力と小学校低学年で育成する資質・能力との
つながりにおける「生活科の役割」を顕在化し、学生自身が自党する場を設ける必要がある。
7 今後の課題
教員養成課程における生活科指導法において、次の点について講義に取り入れ、学生の変容な
どを検証することが今後の課題である。
7.1 生活科の具体的な展開に関するモデルを確立する
生活科の具体的な展開に関するモデルを確立するためには、具体的な授業の参観 (VTRの視
聴）機会の設定、指導計画や本時の展開における学習過程の例示（「出会う」→「かかわる」→「伝
える」→「振り返る」など）などの手法を講義に取り入れ、学生の理解の程度などを質問紙調奔な
どから検証したり、模擬授業における展開などから検証したりする。
7.2「自分自身への気付き」の深め方や「学び方」の獲得について意識する
「自分自身への気付き」の深め方や「学び方」の獲得について意識するためには、 1単位時間
の終末での教師の働きかけ、自己評価手法の理解とその生かし方などを講義で取り上げ、その結
果を学生への質間紙調査などから検証する。
7.3「活動や体験から学びにつなげる」ための具体的な展開について学ぶ場を設ける
「活動や体験から学びにつなげる」ための具体的な展開について理解するためには、活動や体
験を通して気付いたことなどについて多様に表現し考えたりする活動や、多様な学習活動を具体
的に展開することが重要である。そのためには、模擬授業における学習指導案作成の段階で担当
グループに助言し、模擬授業を通して理解を深める必要がある。その上で、学生の理解の程度な
どを質問紙調介などから検証したり、模擬授業における展開などから検証したりする。
7.4「児童主体の学習スタイル」の必要性を認識する場を設ける
「児童主体の学習スタイル」の必要性を認識するためには、生活科のみならず他教科において
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も「主体的に学習に取り組む態度を養う」ことが重要視されていることを理解することが大切で
ある。そのためには、講義において学習指導要領解説総則編を活用したり、各教科の改訂の要点
や教科目標を参照したりし、その結果を学生への質問紙調査などから検証する。
7.5「生活科の役割」を顕在化し自覚する場を設ける
「生活科の役割」を顕在化し自覚するためには、生活科の指導計画を作成する際に、スタート
カリキュラムをはじめとする幼児期の教育と連携する視点、低学年の全ての教科等と関連を図る
視点、第3学年以上の学習との関わりの視点が重要視されていることを理解することが大切であ
る。そのためには、模擬授業の際、扱う内容がどのような関わりをもっているかについて学習指
導案に記すことにより、関わりを意識するようにする必要がある。その結果は、学生への質間紙
調査などから検証したり、模擬授業における展開などから検証したりする。
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